
□ 伊 庭 八 郎 宿 泊 の 地 中央区谷町9(大仙寺 )
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> 幕臣 伊庭八郎が元治元年(1864)5月 に京都から大坂に到着しました。
将軍 徳川家茂の警護として付き従うためです。八郎は上洛時の記録
として「御上洛御共之節旅中井在京在坂中萬事覚留帳」という日記を
残します。八郎の死後「征西日記」と改題されました。
その日記によりますと、元治元年5月 7日 昼に大坂京橋口に到着。
将軍家茂はそのまま大坂城に入城。八郎は谷町の大仙寺が旅宿で
あったとされています。
5月 7日 から6月 5日 まで大坂にいました。その間、大坂見物、奈良見物を
行い、日記に書き残しています。
この滞在期間中、大坂では5月 20日 に大坂西町奉行所与力の内山彦次郎
が何者かに暗殺される事件がおこり、出発の6月 5日 は池田屋事件が

京都で起こっています。
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脱藩大名 林 忠崇



尾張藩第6代藩主

徳 川継 友菩提

尾張藩第6代藩主である徳川継友の書提所が本長寺にあります。
5代藩主徳川五郎太は幼君でありながら家督を継いだのですが、
わずか2ヶ 月で死去します。分家の徳川通顕 (みちあき)が尾張藩
第6代藩主として家督を継ぐことになりました。
第7代将軍徳川家継の一字をもらい徳川継友と改名します。
紀州藩主徳川吉宗と次期将軍の座を争いましたが、敗れてしま
います。
享保15年 (1730)、 39歳で亡くなり、第7代藩主に徳川宗春が就きます。
宗春が将軍吉宗の倹約政策に反発し、積極財政政策を取つたことは
有名です。

中央区谷町8(本長寺 )
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赤穂義士

堀 部 弥 兵 衛 ・ 安 兵 衛 墓 中央区中寺1-36(福泉寺 )

赤穂義±47士のうち、父子であだ討ちに参加した

堀部弥兵衛 (父 )と安兵衛 (子 )の墓が福泉寺
にあります。
墓はここだけでなく、全国に数箇所あります。
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次回もご期待ください
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